
研
究
動
向

韓
国
に
お
け
る
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
お
よ
び
調
査
研
究
の
現
況

聞

　
近
頃
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
開
館
を
迎
え
る
大

規
模
の
国
立
博
物
館
に
お
け
る
展
示
の
流
れ
を
み
る
と
、
一
つ
の
共

通
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
自
国
の
歴
史
と
文
化
の

流
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
、
周
辺
文
化
圏
と
の
交
流
の
歴
史
や
そ
の

地
域
的
特
徴
な
ど
を
立
体
的
か
つ
巨
視
的
に
見
せ
よ
う
と
す
る
動
き

で
あ
る
。

　
去
る
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
九
州
国
立
博

物
館
は
、
「
日
本
文
化
の
形
成
を
ア
ジ
ア
史
的
視
点
か
ら
捉
え
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
そ
の
出
発
点
と
し
て
い
る
し
、
続
い
て
同
月

二
八
日
に
開
館
を
迎
え
た
韓
国
ソ
ウ
ル
の
龍
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
位

置
す
る
新
し
い
国
立
中
央
博
物
館
も
ア
ジ
ア
館
を
新
設
し
、
展
示
の

主
要
な
軸
の
一
つ
に
し
て
い
る
。
灰
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て
建
設
を
進
め
て
い
る
中
国
国
家
博
物
館

も
同
様
の
施
設
を
設
け
る
と
言
う
。

　
十
年
余
の
長
い
役
事
の
末
、
歴
史
的
な
開
館
を
迎
え
た
韓
国
国
立

中
央
博
物
館
は
、
そ
の
外
形
の
規
模
と
し
て
は
世
界
六
大
博
物
館
の

閲

丙
勲

一
に
数
え
ら
れ
る
と
言
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
：
・
・

ユ
ー
ジ
ア
ム
や
ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
、
世
界
屈
指
の
博
物
館
と
は
違
っ
て
、
展
示
品
の
ほ
と
ん
ど
が
自

国
出
土
の
遺
物
や
文
化
財
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
韓
国
の
歴
史

と
文
化
を
ア
ジ
ア
史
の
一
環
と
し
て
、
周
辺
の
文
化
圏
と
比
較
検
討

し
難
い
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
立
中
央
博
物
館
に
は
、
幸
に
も
二
〇
世
紀
の
初
め
大

谷
探
検
隊
に
よ
っ
て
牧
集
さ
れ
た
約
一
五
〇
〇
点
に
お
よ
ぶ
中
央
ア

ジ
ア
出
土
遺
物
が
牧
蔵
さ
れ
て
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
地
帯
で
形
成
さ
れ
た
華
麗
な
仏
教
文
化
を
は
じ
め
、
北
ア
ジ
ア
の

遊
牧
文
化
や
西
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
文
化
等
が
、
文
明
の
交
差
路
で

あ
る
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
熔
融
さ
れ
成
り
立
っ
た
独
特
な
地
域
文

化
の
片
鱗
お
よ
び
韓
国
文
化
と
の
横
の
連
関
性
を
窺
い
知
る
重
要
な

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
（
以
下
、
中
央
博
と
略
す
）

の
所
蔵
品
の
う
ち
、
外
国
の
遺
物
と
し
て
は
数
少
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
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ン
と
も
言
え
る
中
央
ア
ジ
ア
の
遺
物
に
つ
い
て
、
解
放
以
降
今
日
に

至
る
ま
で
の
展
示
の
経
緯
、
そ
し
て
近
年
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の

現
況
な
ど
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
朝
鮮
戦
争
以
来
、
一
九
八
六
年
の
常
設
展
示
に
至
る
ま
で
、
中
央

ア
ジ
ア
遺
物
は
基
本
的
に
未
公
開
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
部
分
的
に

は
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
と
き
釜
山
に
移
さ
れ

た
博
物
館
は
、
休
戦
後
に
も
景
福
宮
に
も
ど
る
こ
と
が
出
来
ず
、
結

局
は
南
山
の
蕾
民
族
博
物
館
に
移
転
開
館
し
、
一
九
五
四
年
一
一
月

に
は
徳
寿
宮
の
石
造
殿
（
韓
国
最
古
の
西
洋
式
建
物
）
を
博
物
館
と

し
て
開
館
し
た
。
戦
争
後
、
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
が
少
数
で
は
あ
る
が

一
般
に
公
開
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
石
造
殿
で
の
陳
列
が
初
め
て
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
七
月
一
日
に
発
刊
さ
れ
た
『
博

物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号
に
は
、
博
物
館
の
東
館
第
三
階
の
第
七
室

に
中
国
（
唐
）
1
西
域
遺
物
室
が
配
置
さ
れ
、
彩
色
土
器
、
土
製
人

物
像
、
明
器
、
西
域
絵
画
な
ど
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
西
域
遺
物
が
こ
れ
よ
り
も
っ
と
整
理
さ
れ
た
形
で
公
開
さ

れ
た
の
は
、
中
央
博
が
景
福
宮
内
に
新
築
開
館
（
一
九
七
二
年
八
月

二
五
日
）
し
た
と
き
の
展
示
で
あ
っ
た
。

　
朝
鮮
戦
争
の
と
き
、
景
福
宮
所
在
の
国
立
博
物
館
よ
り
、
他
の
国

宝
級
遺
物
と
と
も
に
釜
山
へ
疏
開
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
は
、
休

戦
後
に
も
そ
の
ま
ま
釜
山
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
釜
山
大

学
博
物
館
を
経
由
し
国
立
博
物
館
慶
州
分
館
の
倉
庫
に
移
動
格
納
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
梱
包
状
態
の
ま
ま
長
期
間
眠
っ
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
一
〇

月
六
日
、
景
福
宮
内
に
新
築
開
館
し
た
中
央
博
（
現
在
の
国
立
民
俗

博
物
館
）
へ
慶
州
よ
り
一
括
搬
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
西
域

遺
物
は
実
に
二
十
三
年
ぶ
り
に
再
び
景
福
宮
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
国
土
が
分
断
さ
れ
、
い
つ
再
び
朝
鮮
戦
争
の
よ
う
な
大

災
難
が
押
し
掛
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
懸
念
の
た
め
、
慶
州

に
移
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
は
、
長
い
間
中
央
博
に
移
管
さ
れ
な

か
っ
た
し
、
ま
た
ソ
ウ
ル
の
博
物
館
側
も
こ
れ
ら
の
遺
物
を
急
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

搬
入
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
言
う
。

　
新
築
さ
れ
た
中
央
博
で
は
、
「
東
洋
室
」
を
設
け
当
館
所
蔵
の
外

国
文
物
を
常
設
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
約
八
〇
坪
の

特
別
展
示
室
に
、
楽
浪
遺
物
一
二
五
点
と
西
域
遺
物
四
五
点
が
陳
列

　
　
ヨ
　

さ
れ
、
「
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
展
示
さ
れ
た
。

　
　
古
土
器
（
2
5
）
、
塑
像
装
飾
物
断
片
（
2
9
）
、
素
焼
土
器
破

　
　
片
（
5
1
）
、
塑
像
［
佛
頭
］
（
5
2
9
）
、
男
女
合
体
図
（
5

　
　
5
3
）
、
石
刻
佛
像
（
5
5
9
）
、
素
焼
佛
像
（
5
6
3
）
、
壁

　
　
画
［
千
佛
像
］
（
5
8
7
）
、
壁
画
［
千
佛
像
］
（
6
0
0
）
、
素

　
　
焼
器
物
（
6
3
3
）
、
［
粘
土
］
黒
色
人
形
（
6
6
5
）
、
粘
土

　
　
製
人
形
（
6
6
8
）
、
粘
土
製
佛
坐
像
（
6
7
6
）
、
粘
土
製
佛

　
　
像
（
6
7
9
）
、
粘
土
製
人
頭
（
6
9
0
）

　
　
　
［
括
弧
の
な
か
の
数
字
は
、
大
谷
探
検
隊
の
報
告
書
で
あ
る

　
　
　
『
新
西
域
記
』
の
附
録
「
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
中
央
亜
細
亜

　
　
　
発
掘
品
目
録
」
に
あ
る
遺
物
番
号
］

　
一
九
八
六
年
八
月
二
一
日
、
中
央
博
は
旧
中
央
庁
庁
舎
（
日
帝
時

代
の
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
）
を
博
物
館
と
し
て
改
装
し
、
新
し
い
開
館
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を
迎
え
た
。
展
示
空
間
の
大
幅
な
拡
張
と
と
も
に
面
目
を
一
新
し
た

中
央
博
の
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
世
の
中
の
人
々
の
注
目
を
集
め
た

の
は
、
当
館
所
蔵
の
外
国
文
物
の
う
ち
白
眉
と
も
い
う
べ
き
中
央
ア

ジ
ア
遺
物
す
な
わ
ち
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
常
設
展
示
で
あ
っ
た
。

当
時
、
新
博
物
館
の
四
階
に
は
約
二
〇
〇
坪
規
模
の
「
中
央
ア
ジ
ア

室
」
が
新
し
く
設
け
ら
れ
、
日
帝
よ
り
解
放
さ
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
未
公

開
の
状
態
で
あ
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
美
術
の
世
界
的
至
宝
が
本
格
的
に

公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
開
さ
れ
た
遺
物
は
壁
画
、
絵
画

（
佛
画
）
、
佛
像
彫
刻
、
土
器
、
土
桶
、
生
活
用
品
な
ど
を
中
心
に
一

　
　
　
　
る
　

五
〇
余
点
に
お
よ
ぶ
名
品
で
あ
っ
た
。

　
特
に
中
央
ア
ジ
ア
室
の
一
角
に
は
、
西
域
の
石
窟
寺
院
で
剥
ぎ
取

っ
た
壁
画
片
約
二
〇
点
が
展
示
さ
れ
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア

遺
物
の
水
準
と
重
要
性
を
内
外
に
顕
示
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
壁
画
は
、
大
谷
探
検
隊
が
騎
駝
に
載
せ
運
搬
可
能
な
大
き
さ
で

石
窟
寺
院
の
壁
面
か
ら
剥
ぎ
取
っ
た
あ
と
、
こ
れ
を
日
本
に
も
っ
て

き
て
木
材
の
枠
の
な
か
に
固
め
た
た
め
、
余
白
部
位
を
埋
め
た
石
膏

な
ど
の
重
さ
も
加
わ
っ
て
大
変
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
壁
画
に

は
顔
料
層
の
下
部
に
、
ま
だ
石
窟
壁
面
の
土
が
付
着
さ
れ
て
い
る
状

態
で
あ
る
た
め
、
中
央
博
は
こ
れ
ら
の
壁
画
を
木
材
の
枠
の
ま
ま
で

少
し
傾
け
た
形
で
な
ら
べ
、
壁
画
の
質
感
と
石
窟
寺
院
の
雰
囲
気
を

間
接
的
に
味
わ
う
こ
と
の
出
来
る
異
色
的
な
展
示
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
解
放
以
後
は
じ
め
て
本
格
的
に
公
開
さ
れ
た
中
央
ア

ジ
ア
遺
物
は
、
約
一
〇
年
間
常
設
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
日
帝
時
代

の
残
倖
を
清
算
す
る
と
い
う
名
分
の
も
と
で
、
中
央
博
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
総
督
府
の
建
物
を
解
体
撤
去
す
る
過
程
に
お
い
て
、
博

物
館
が
臨
時
博
物
館
（
現
在
の
国
立
古
宮
博
物
館
）
に
移
転
（
一
九

九
六
年
）
す
る
際
に
、
展
示
面
積
の
縮
小
の
た
め
再
び
収
蔵
庫
に
格

納
さ
れ
る
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
八
日
に
開
館
し
た
ソ
ウ
ル
龍
山
の
新
し
い

中
央
博
に
は
、
考
古
館
、
歴
史
館
、
美
術
館
、
寄
贈
館
と
と
も
に
ア

ジ
ア
館
が
展
示
棟
三
階
の
南
側
に
開
設
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
館
に
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
室
、
中
国
室
、
楽
浪
遺
跡
出
土
品
室
、
新
安
海
底
文

化
財
室
、
日
本
室
と
と
も
に
中
央
ア
ジ
ア
室
が
ア
ジ
ア
館
の
独
立
し

た
展
示
空
間
の
一
つ
と
し
て
開
設
さ
れ
、
再
び
一
般
に
常
設
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　
新
し
く
開
設
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
室
（
5
8
4
・
4
3
㎡
）
に
は
、

現
在
の
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
各
地
で
出
土
し
た
多
様
な
遺

物
約
二
〇
〇
余
点
が
三
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ゼ
ク
リ
ク
や
キ
ジ
ル
石
窟
寺
院
の
壁
画
、
幡
、
佛
画
、
佛
像
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
宗
教
文
化
、
青
銅
器
、
土
陶
器
、
木
製
品
、
織
物
製

品
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
の
住
民
が
日
ご
ろ
使
っ
て
い
た
多
様
な
日
常
生

活
用
品
や
住
居
地
跡
な
ど
で
出
土
し
た
遺
物
で
構
成
さ
れ
る
日
常
生

活
文
化
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ナ
古
墓
群
な
ど
で
出
土
し
た
伏

義
女
蝸
図
、
鎭
墓
獣
、
墓
誌
、
人
物
桶
な
ど
多
様
な
副
葬
品
が
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

べ
ら
れ
て
い
る
埋
葬
文
化
の
三
つ
の
区
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
央
ア
ジ
ア
室
の
入
口
に
は
、
ま
ず
大
型
地
図
を
掲
示
し
、
中
央

ア
ジ
ア
の
地
理
的
概
念
を
一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
展
示
説
明
の
補
助
装
置
と
し
て
大
型
デ
ジ
タ
ル
T
V
（
P
D
P
）
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画
面
に
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
壁
画
、
特
に
誓
願
図
を
中
心
に
そ

の
概
要
を
説
明
す
る
映
像
資
料
、
ア
ス
タ
ナ
古
墓
群
と
そ
の
出
土
遺

物
を
説
明
す
る
映
像
資
料
、
大
谷
探
検
隊
の
概
要
を
説
明
す
る
映
像

資
料
を
各
々
三
分
前
後
の
長
さ
で
編
集
し
放
映
し
て
い
る
。

　
今
回
の
新
し
い
展
示
が
、
一
九
八
六
年
の
中
央
ア
ジ
ア
室
の
展
示

と
異
な
る
点
は
、
ま
ず
、
い
ま
ま
で
の
研
究
調
査
の
結
果
を
も
と
に

展
示
品
に
対
す
る
説
明
、
す
な
わ
ち
遺
物
の
名
称
お
よ
び
出
土
地
、

時
代
比
定
な
ど
が
よ
り
確
実
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え

ば
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
誓
願
図
は
唐
の
画
風
が
強
く
影
響
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
製
作
時
期
を
ほ
ぼ
全
て
の
東
西
洋
の
学
者
が
九

－
一
〇
世
紀
と
し
て
推
定
し
て
い
た
が
、
近
年
に
お
い
て
ウ
イ
グ
ル

史
お
よ
び
言
語
学
的
研
究
成
果
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
壁
画
を
構

成
す
る
物
質
に
対
す
る
炭
素
年
代
測
定
な
ど
科
学
的
な
分
析
調
査
結

果
を
根
拠
に
、
そ
の
製
作
時
期
を
一
〇
1
一
二
世
紀
と
修
正
し
た
。

そ
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ト
ユ
ク
か
ら
将
来
さ
れ
た
摩
尼
教
絵
画

　
　
さ
　

断
片
は
、
こ
の
よ
う
な
学
際
的
研
究
成
果
を
も
と
に
い
ま
ま
で
そ
の

意
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
遺
物
に
つ
い
て
、
新
し
く
意
味

を
与
え
た
代
表
的
な
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

韓
国
に
入
っ
て
き
た
一
九
一
六
年
以
来
、
す
べ
て
の
媒
体
を
通
じ
て

初
め
て
公
開
さ
れ
る
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
と
も
に
、
展
示
品
の
名
称
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
表
記
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
人
の
理
解
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
、

以
前
の
展
示
と
区
別
さ
れ
る
差
異
点
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
今
後
は
、
多
様
な
展
示
遺
物
の
出
土
環
境
と
遺
物
の
持
つ
意
味
を

よ
り
事
実
的
に
説
明
す
る
た
め
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
や
ア
ス
タ

ナ
古
墓
の
縮
小
模
型
な
ど
を
復
元
製
作
す
る
予
定
で
あ
る
。
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
白
眉
で
あ
る
西
域
壁
画
は
、
毎
年
一
定
量
の
壁
画
を
保
存

処
理
し
、
観
覧
の
機
会
を
よ
り
一
層
増
そ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
、

中
央
博
の
保
存
科
学
室
で
は
一
部
の
小
型
壁
画
片
に
つ
い
て
そ
の
保

存
処
理
を
終
え
、
次
第
に
大
型
作
品
の
保
存
処
理
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。
壁
画
は
作
品
保
護
の
た
め
、
保
存
処
理
の
終
わ
っ
た
作
品
を

中
心
に
展
示
に
臨
ん
で
い
る
。
全
て
の
壁
画
に
対
す
る
保
存
処
理
が

終
了
す
る
と
き
ま
で
、
大
型
壁
画
の
場
合
、
壁
画
に
つ
い
て
の
科
学

的
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
壁
画
の
製
作
当
時
と
同
じ
顔
料
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

て
、
現
状
態
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
次
は
、
中
央
博
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の
調
査
研
究
の
現
況
に
つ

い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
大
谷
探
検
隊
の
西
域
遺

物
が
日
帝
時
代
に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
搬
入
さ
れ
て
か
ら
既
に
九

十
年
が
過
ぎ
去
っ
た
。
当
時
の
遺
物
譲
渡
を
め
ぐ
る
政
治
・
経
済
的

な
背
景
を
は
じ
め
、
そ
の
具
体
的
な
面
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
諸
般
の
問
題

点
に
つ
い
て
の
解
明
と
と
も
に
、
遺
物
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

古
・
美
術
史
学
的
な
研
究
の
進
展
が
要
求
さ
れ
る
。
特
に
、
壁
画
の

場
合
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
民
俗
博
物
館
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
た
同
類

の
も
の
の
相
当
部
分
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
と
き
空
襲
に
よ
っ
て

灰
塵
に
帰
し
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の
学
術
的
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
る
。

156東洋文化研究8号



　
現
在
ま
で
公
表
さ
れ
た
中
央
博
所
蔵
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
記
録
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
図
版
と
『
新
西
域
記
』
の
附
録

と
し
て
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
中
央
亜
細

　
　
　
　
　
　
の
　

亜
発
掘
品
目
録
』
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
旦
ハ
体
的
な
解
説
を

欠
い
た
疏
略
な
も
の
で
あ
り
、
学
術
的
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。

　
東
洋
三
国
に
分
散
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
対
す

る
研
究
上
の
も
っ
と
も
大
き
い
難
点
は
、
遺
物
全
体
に
つ
い
て
の
正

確
な
目
録
作
業
が
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
唯
一
の
目
録
と
言
え
る
『
新
西
域
記
』
の

『
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
中
央
亜
細
亜
発
掘
品
目
録
』
は
、
そ
の
記
述

内
容
に
お
い
て
遺
物
の
出
土
地
に
関
す
る
誤
謬
が
多
く
、
研
究
の
基

礎
資
料
と
し
て
の
価
値
を
認
め
難
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
筆
者
は
中
央
博
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
対
す
る
基
礎
研
究
の
一
環
と
し
て
、
一

九
九
三
年
よ
り
二
〇
〇
四
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
中
国
の
新
彊
地
域
で
、

主
に
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
出
土
場
所
あ
る
い
は
牧
集
さ
れ
た
地
域

を
中
心
に
学
術
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
発
掘
地
を
訪
ね
、
遺
物

の
出
土
情
況
を
把
握
し
、
同
じ
地
域
で
新
中
国
成
立
以
後
に
出
土
し

た
同
類
の
遺
物
を
集
中
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
物
の
出
土
地

お
よ
び
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
ウ
ル
ム

チ
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
、
新
彊
文
物
考
古
研
究
所
、
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
博
物
館
、
ホ
ー
タ
ン
博
物
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
遺

物
と
の
比
較
調
査
の
過
程
で
、
少
な
く
な
い
遺
物
の
正
確
な
出
土
地

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
遺
物
の
正
確
な
用
途
や
名
称
に

つ
い
て
も
新
た
に
得
た
識
見
が
多
い
。
そ
し
て
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺

院
や
キ
ジ
ル
石
窟
寺
院
で
剥
ぎ
取
ら
れ
た
壁
画
の
断
片
も
、
探
検
当

時
、
壁
画
を
切
取
し
た
石
窟
の
編
号
な
ど
が
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い

な
い
状
態
な
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
現
地
を
丹
念
に
踏
査
し
な
が
ら
大

谷
探
検
隊
以
前
に
同
地
域
を
訪
問
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
西
欧
の

諸
探
検
隊
の
記
録
と
ひ
と
つ
ひ
と
つ
対
照
す
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
調
査
過
程
で
、
数
十
年
の
間
、
新
彊
の
各
地
域
で

発
掘
と
研
究
に
携
っ
て
き
た
現
地
の
諸
研
究
者
よ
り
貴
重
な
助
言
を

伺
っ
た
の
も
、
問
題
点
の
解
決
に
大
い
に
役
立
っ
た
の
が
事
実
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
な
現
地
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に

は
『
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
つ
い
て
の
綜
合
的

研
究
』
（
学
術
振
興
財
団
国
際
協
力
課
題
研
究
費
支
援
一
一
九
九
六

～
一
九
九
九
）
と
い
う
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
報
告
書
の
核
心

部
分
は
、
遺
物
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る
正
確
な
出
土
地
お
よ
び
名

称
・
用
途
・
時
代
・
形
状
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
述
を

試
み
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
一
九
八
六
年
八
月
の
開
館
の
際
に
出
版
さ
れ
た
『
中
央
ア
ジ
ア
美

術
』
は
、
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の
重
要
作
品
を
カ
ラ
i
図
版
で
紹
介
し
、

中
央
ア
ジ
ア
美
術
に
対
す
る
概
括
的
な
解
説
が
加
え
ら
れ
た
最
初
の

　
　
　
　
　
け
　

図
録
で
あ
る
。
し
か
し
遺
物
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る
具
体
的
な
解

説
が
な
く
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
性
格
な
ど
に
関
す
る
言
及
も
ま

だ
足
り
な
い
点
が
あ
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
全
体
を
完
全
に
紹
介
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し
た
図
録
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
関
す
る
研
究
は
、
既
に
日
帝

時
代
に
お
け
る
熊
谷
宣
夫
の
西
域
壁
画
研
究
の
成
果
を
は
じ
め
、
上

述
の
よ
う
な
西
域
遺
物
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
図
録
も
刊
行
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

り
、
こ
れ
を
素
材
に
し
た
葉
書
も
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
当
時
の
朝
鮮
総

督
府
博
物
館
の
展
示
品
の
な
か
で
中
央
ア
ジ
ア
遣
物
の
占
め
る
比
重

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
遺
物
個
々
に
つ
い
て
の
研
究
と
と
も
に
、
日
帝
時
代
に
お
け
る
同

遺
物
に
対
す
る
調
査
内
容
の
う
ち
特
記
す
べ
き
事
項
は
、
西
域
壁
画

に
対
す
る
模
写
が
多
く
行
わ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
西

域
壁
画
は
少
数
の
キ
ジ
ル
風
壁
画
を
除
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
唐
風

の
影
響
が
著
し
い
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
も
の

が
そ
の
主
流
を
成
す
た
め
、
こ
の
よ
う
な
点
で
こ
れ
ら
の
壁
画
と
日

本
画
と
の
関
連
性
に
着
目
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
帝
時
代
に
既

に
東
洋
絵
画
研
究
の
一
環
と
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
所
蔵
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

域
壁
画
に
対
す
る
模
写
を
試
み
て
い
る
。
現
在
、
東
京
芸
術
大
学
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
壁
画
の
模
写
作
品
は
、
作
品
の
質
は
そ

う
高
く
な
い
も
の
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
遺
物
の
保
存
処
理
や
研
究

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
解
放
以
後
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
対
す
る
研
究
は
、
当
時

中
央
博
の
学
芸
員
と
し
て
在
職
中
で
あ
っ
た
権
寧
弼
に
よ
っ
て
一
九

七
〇
年
代
に
着
手
さ
れ
た
が
、
本
格
的
な
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
特
に
一
九
九

○
年
代
に
入
っ
て
中
国
旅
行
が
許
さ
れ
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ

ア
遺
物
が
出
土
、
牧
集
さ
れ
た
新
彊
地
域
の
踏
査
が
可
能
に
な
っ
て

か
ら
、
各
々
の
遺
物
に
関
す
る
考
古
・
美
術
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
、
同
遺
物
に
対
す
る
研
究
が
具
体
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　
一
九
九
一
年
に
は
、
中
央
博
で
ド
イ
ッ
探
検
隊
が
西
域
北
道
上
の

石
窟
寺
院
で
切
取
し
た
壁
画
を
本
格
的
に
紹
介
す
る
特
別
展
『
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
美
術
』
が
開
催
さ
れ
、
西
域
美
術
に
対
す
る
関
心
が
一
般

に
も
広
が
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
次
の
年
に
は
、
ド
イ
ッ
・

ベ
ル
リ
ン
印
度
博
物
館
（
ζ
β
ω
①
口
b
日
　
h
⇔
『
　
H
づ
α
一
ω
O
げ
①
　
囚
口
】
P
の
け
）
の

壁
画
保
存
処
理
の
専
門
家
モ
イ
ザ
（
毫
o
罵
σ
q
㊤
ロ
α
q
ζ
9
ω
国
）
氏
を
招

聰
し
、
中
央
博
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保
存
処
理
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
谷
探
検
隊
が
牧
集
し
た
西

域
壁
画
の
構
造
と
特
性
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
壁
画
片
を
木
製
の

枠
の
内
部
に
固
定
さ
せ
る
た
め
の
日
本
側
の
保
存
処
置
の
過
程
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
モ
イ
ザ
氏
の
指
導
の
も
と
で
、
小
さ

い
壁
画
片
を
実
際
に
保
存
処
理
し
て
み
る
過
程
で
、
ド
イ
ッ
の
壁
画

保
存
処
理
技
術
を
習
得
し
、
今
後
の
西
域
壁
画
の
保
存
処
理
の
た
め

の
方
向
設
定
に
も
重
要
な
契
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
二
〇
〇
一
年
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保

存
処
理
方
法
を
調
査
し
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
リ
テ

イ
シ
ュ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ド
イ
ッ
・
ベ
ル
リ
ン
の
印
度
博
物
館
、
ロ

シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
博
物
館
を
訪

問
し
、
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保
存
処
理
の
方
法
と
材
料
、
そ
し
て
諸
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般
の
問
題
点
な
ど
を
整
理
し
て
中
央
博
所
蔵
壁
画
の
保
存
処
理
を
準

備
し
た
。

　
徹
底
的
な
事
前
準
備
を
も
と
に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
壁
画
の
保
存

処
理
を
本
格
的
に
始
め
た
。
ま
ず
保
存
処
理
の
方
法
、
材
料
、
そ
し

て
展
示
方
法
を
考
慮
し
た
額
縁
の
形
な
ど
に
至
る
ま
で
、
具
体
的
な

事
項
を
確
定
し
、
同
じ
場
所
か
ら
持
っ
て
き
た
壁
画
を
所
蔵
し
、
ま

た
こ
れ
ら
の
壁
画
を
既
に
保
存
処
理
し
施
行
錯
誤
を
経
験
し
た
日
本

の
技
術
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
壁
画
の
裏
面
を

補
強
す
る
補
強
材
な
ど
、
壁
画
の
保
存
処
理
に
使
わ
れ
る
諸
材
料
は

東
京
文
化
財
研
究
所
が
過
去
の
実
験
を
通
じ
て
そ
の
安
全
性
が
保
障

さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
諸
探
検
隊
が
剥
ぎ
取
っ
て
自
国
に
搬
出
し
た

中
央
ア
ジ
ア
壁
画
は
、
こ
れ
ら
を
展
示
す
る
目
的
で
各
々
の
国
が
保

存
処
理
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
施
行
錯
誤

を
経
験
し
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
の
場
合
、
壁
画
の
裏
に
付

け
た
石
膏
の
補
強
材
が
壁
画
の
顔
料
層
に
害
を
与
え
、
す
べ
て
の
壁

画
を
再
び
保
存
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
の
場
合
、
木
材
の
補

強
材
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
で
中
央
博
が

中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保
存
処
理
の
時
期
を
最
大
限
に
遅
ら
せ
、
同
類

の
遺
物
を
所
蔵
す
る
諸
国
家
の
保
存
処
理
の
過
程
を
見
極
め
た
の
は

か
え
っ
て
幸
い
な
選
択
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
今
回
の
保
存
処
理
の
過
程
で
も
っ
と
も
重
点
を
置
い
た
の
は
、
い

く
ら
害
の
な
い
最
新
の
材
料
と
技
法
を
用
い
た
と
し
て
も
、
後
で
発

生
し
か
ね
な
い
問
題
点
に
対
処
し
、
こ
れ
を
再
び
復
元
処
理
で
き
る

よ
う
に
す
る
可
易
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
で
、
ま

ず
小
さ
い
壁
画
片
よ
り
保
存
処
理
に
着
手
し
、
二
〇
〇
三
年
末
ま
で

五
点
の
壁
画
の
保
存
処
理
を
終
え
た
状
態
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
壁
画
の
保
存
処
理
、
特
に
初
期
に
お
け
る
保
存
処
理
の

過
程
に
お
い
て
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
青
木
繁
夫
保
存
修
復
部

長
を
は
じ
め
、
文
化
財
保
存
支
援
機
構
（
q
昌
p
づ
O
o
5
ω
電
く
㊤
葺
o
昌

牢
o
す
9
）
所
属
の
山
本
記
子
、
大
林
賢
太
郎
、
両
氏
の
協
力
に
負

う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
保
存
処
理
の
終
わ
っ
た
壁
体
を
支
え
る
補

強
材
と
木
材
枠
の
形
態
、
周
囲
を
固
定
さ
せ
る
金
属
の
枠
な
ど
は
、

筆
者
を
含
む
展
示
担
当
者
と
保
存
科
学
者
た
ち
が
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
会
議
を
繰
返
し
な
が
ら
衆
智
を
集
め
た
結
果
、
誕
生
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
下
の
論
著
目
録
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
に
お
い
て
中
央
博
所

蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
つ
い
て
、
歴
史
・
考
古
・
美
術
・
保
存
科

学
等
に
関
す
る
研
究
論
著
を
そ
の
対
象
に
し
た
も
の
で
、
新
聞
や
雑

誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
簡
単
な
記
事
な
ど
は
省
く
こ
と
に
し
た
。
た
だ

し
、
外
国
の
学
術
誌
等
に
掲
載
し
た
も
の
は
目
録
に
含
む
こ
と
に
し

た
。【

国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
関
す
る
論
著
目
録
】

①
権
寧
弼
「
中
央
亜
細
亜
壁
画
考
　
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵

　
　
　
壁
画
斗
関
聯
尋
明
　
　
」
『
美
術
資
料
』
第
二
十
号
（
一
九

　
　
　
七
七
年
）
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②③④

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
中
央
ア
ジ
ア
石
窟
寺
院
の
壁
画
を

中
心
に
、
探
検
の
概
要
と
遺
物
の
意
味
を
概
括
的
に
紹
介
し
た

最
初
の
学
術
論
文
で
あ
る
。

国
立
中
央
博
物
館
『
中
央
叫
刈
叫
美
術
』
（
三
和
出
版
社
、
一

　
九
八
六
年
八
月
）

一
九
八
六
年
八
月
、
中
央
博
の
移
転
開
館
を
契
機
に
四
階
に
新

し
く
開
設
さ
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
室
の
図
録
に
該
当
す
る
。
壁
画

一
八
件
二
四
点
を
は
じ
め
佛
画
九
点
な
ど
、
＝
二
件
の
展
示

品
が
カ
ラ
i
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
付
録
と
し
て
「
新
羅

古
墳
出
土
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
」
六
点
を
合
せ
て
紹
介
す
る
こ
と

で
、
古
代
韓
国
文
化
と
中
央
ア
ジ
ア
文
化
と
の
関
連
性
を
説
明

し
て
い
る
。
巻
末
の
概
説
部
分
は
権
寧
弼
の
論
文
「
中
央
ア
ジ

ア
美
術
　
　
そ
の
普
遍
性
と
特
殊
性
　
　
」
と
作
品
解
説
と
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
作
品
解
説
も
権
寧
弼
の
執
筆
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

権
寧
弼
「
中
央
叫
刈
叫
美
術
　
　
ユ
里
屯
層
叫
旦
又
丁
層

　
－
」
『
中
央
叫
刈
叫
美
術
』
（
三
和
出
版
社
、
一
九
八
六
年

　
八
月
）

②
の
図
録
『
中
央
ア
ジ
ア
美
術
』
に
載
っ
て
い
る
論
文
で
、
中

央
ア
ジ
ア
の
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
諸
々
の
異
質

な
文
化
の
混
成
文
化
的
普
遍
性
と
、
中
央
ア
ジ
ア
特
有
の
地
域

的
特
殊
性
を
各
地
域
別
に
説
明
し
た
後
、
美
術
形
式
と
技
法
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
複
合
的
な
性
格
を
論
じ
る
。

聞
丙
勲
「
ソ
ウ
ル
国
立
博
物
館
所
蔵
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

⑤⑥⑦⑧

　
つ
い
て
」
『
季
刊
東
西
交
渉
』
第
七
巻
第
一
号
（
一
九
八
八

　
年
五
月
）

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
韓
国
に
入
っ
て
く
る
経
緯
と
、
日
帝
時

代
に
お
け
る
展
示
お
よ
び
保
管
状
況
、
そ
し
て
解
放
以
後
に
お

け
る
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
こ
れ
ら
の
遺
物
が
釜
山
お
よ
び
慶
州

へ
移
動
し
た
状
況
、
一
九
八
六
年
に
中
央
ア
ジ
ア
室
の
開
設
に

よ
る
常
設
展
示
に
至
る
ま
で
の
展
示
状
況
を
扱
う
。

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
『
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央

　
ア
ジ
ア
の
美
術
』
（
三
和
出
版
社
、
一
九
八
九
年
＝
月
）

中
央
ア
ジ
ア
室
の
図
録
『
中
央
ア
ジ
ア
美
術
』
の
日
本
語
版
で
、

内
容
は
韓
国
語
版
と
同
じ
。

国
≦
8
団
o
⊆
5
σ
q
－
9
噂
↓
ぽ
9
§
軸
9
§
9
執
§
°
。
㌔
O
試
§
叶
早

　
翫
§
°
。
讐
く
o
一
』
P
Z
o
°
ω
（
山
o
ロ
σ
q
国
8
σ
q
　
○
胃
δ
ロ
鼠
謡
8
ω

　
ζ
品
雷
冒
①
騨
侮
二
一
⑩
。
。
㊤
）

中
央
博
所
蔵
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
概
略
的
な
紹

介
。安

乗
燦
「
剛
刈
ユ
司
（
ゆ
国
N
国
濁
口
国
）
第
4
号
窟
誓
願
画
釧

　
復
原
」
『
美
術
資
料
』
第
四
六
号
（
一
九
九
〇
年
）

ド
イ
ツ
、
印
度
、
ロ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
に
分
か
れ
て
所
蔵
さ

れ
て
い
る
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
第
四
号
窟
（
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
文
物
局
編
号
の
第
一
五
号
窟
）
の
誓
願
図
断
片
を
接
合
し
そ

の
復
元
を
試
み
た
も
の
で
、
合
せ
て
そ
の
編
年
を
論
ず
る
。

李
相
沫
・
安
乗
燦
「
ス
τ
暫
叫
刈
叫
団
「
叫
見
善
刈
司
到
刈
噛

　
勉
唱
子
」
『
美
術
史
学
研
究
』
一
九
七
号
（
一
九
九
三
年
三

160東洋文化研究8号



⑨⑩

　
月
）

中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保
存
処
理
に
お
い
て
の
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
日
本
の
処
理
方
法
を
分
析
比
較
し
、
今
後
の
保
存
処
理
の

方
案
を
提
示
し
た
。

聞
丙
動
・
梅
村
坦
「
国
立
中
央
博
物
館
蔵
剛
刈
ユ
弔
壁
画
斜

　
「
T
旦
銘
文
試
繹
」
『
美
術
資
料
』
第
五
五
号
（
一
九
九
五
年

　
六
月
）

ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
壁
画
に
記
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
語

の
銘
文
を
解
釈
し
た
も
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
い
て
摩
尼

教
を
国
教
と
し
て
信
じ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
地
域
に
進
出
し
た
あ
と
佛
教
に
帰
依
す
る
時
代
的
推
移
を
総

合
的
に
考
察
し
な
が
ら
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
歴
史
を
ト
ゥ

ル
ク
史
の
一
環
と
し
て
接
近
し
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
お
よ

び
壁
画
の
造
成
年
代
に
つ
い
て
、
既
存
の
美
術
史
的
な
様
式
論

以
外
に
、
近
年
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
学
、
特
に
考
古
・
歴
史
・
言

語
学
と
の
学
際
的
な
研
究
結
果
を
も
と
に
新
し
い
解
釈
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

聞
丙
動
・
安
乗
燦
「
国
立
中
央
博
物
館
蔵
早
三
毛
出
土
文
書

　
管
見
」
『
美
術
資
料
』
第
五
六
号
（
一
九
九
五
年
一
二
月
）

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ナ
古
墓
群
の
う
ち
、
張
禮
臣
の
墓

（
日
≧
≦
卜
。
c
。
O
）
か
ら
出
土
し
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
（
一
名
、

ア
ン
ペ
ラ
文
書
）
を
紹
介
し
、
そ
の
意
味
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
唐
代
の
中
央
政
府
が
地
方
の
行
政
組
織

［
嶺
南
諸
州
］
に
対
し
て
、
庸
調
の
納
入
の
規
定
を
指
示
し
た

⑪⑫⑬

も
の
で
、
国
家
予
算
の
運
用
の
一
面
を
窺
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

律
令
国
家
で
あ
る
唐
帝
国
の
構
造
と
国
家
体
系
が
理
解
で
き
る

重
要
な
法
制
関
連
文
書
の
断
片
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
現
在

龍
谷
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
断
片
（
大

谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
）
お
よ
び
新
中
国
成
立
以
降
に
新
彊

博
物
館
が
同
地
域
で
発
掘
し
た
文
書
の
断
片
と
繋
が
る
も
の
で

あ
っ
て
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

聞
丙
勤
「
国
立
中
央
博
物
館
蔵
　
E
T
旦
豊
出
土
墓
博
　
管
窺
」

　
『
美
術
資
料
」
第
五
七
号
（
一
九
九
六
年
六
月
）

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ナ
古
墓
か
ら
出
土
し
た
六
点
の
墓
誌

に
つ
い
て
、
麹
氏
高
昌
国
時
代
（
五
〇
ニ
ー
六
四
〇
）
の
社
会

を
反
映
す
る
旦
ハ
体
的
な
資
料
と
し
て
、
墓
誌
が
作
ら
れ
た
時
代

背
景
、
墓
誌
の
性
格
、
墓
誌
の
史
料
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

林
玲
愛
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
西
域
佛
教
彫
刻
研
究
（
1
）
」

　
『
中
央
叫
刈
叫
研
究
」
第
一
号
（
一
九
九
六
年
一
二
月
）

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
出
土
し
た
菩
薩
像
頭
部
の
造
成
の
背
景
、
出

土
地
、
製
作
年
代
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
遺
物
を
麹
氏
高
昌
国
時
代
に
お
い
て
佛
教
が
絶
頂
に
達
し
た

七
世
紀
中
葉
以
前
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

権
寧
弼
「
駐
号
釧
　
吾
暫
叫
刈
叫
　
叫
金
吾
　
君
司
組
　
簡
要

　
ー
ー
全
叫
“
鰻
司
但
叫
融
刈
胡
刈
」
『
翌
ユ
呈
三
叫
含
』

　
（
唱
糾
喝
、
一
九
九
七
年
二
月
）

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
新
羅
の
古
墳
で
出
土
す
る
シ
ル
ク
ロ
ー
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ド
関
連
遺
物
の
延
長
線
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

牧
集
の
一
貫
性
と
質
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を

「
コ
リ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
称
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
大
谷
探
検
隊
の
探
検
経
緯
と
韓
国
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
う
ち
、
絵
画
、
彫
刻
、
容
器
類
を
中
心
に
、
遺
物
の
美
術

史
的
性
格
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。

聞
丙
動
「
国
立
中
央
博
物
館
蔵
E
T
旦
屯
出
土
伏
義
女
蝸
圖
放
」

　
『
美
術
資
料
』
第
六
一
号
（
一
九
九
八
年
＝
月
）

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ナ
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
伏
義
女
蝸

図
三
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
遺
物
の
出
土
状
況
、
将
来
経
緯
、

伏
義
女
蝸
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
起
源
、
図
像
の
特
徴
な
ど
の
問

題
を
、
近
年
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
学
際
的

研
究
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
伏
義
女
蝸
圖
は
、
麹
氏
高
昌
国

時
代
に
お
い
て
王
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
社
会
に
お
い
て
、

新
し
い
社
会
意
識
が
墓
葬
制
度
に
反
映
さ
れ
た
結
果
と
し
て
現

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
原
の
文
化
が
河
西
と
い
う
漸
移
地
帯

を
経
由
し
な
が
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
波
及
す
る
過
程
に
お
い
て
、

ど
う
い
う
地
域
的
変
容
を
帯
び
な
が
ら
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に

至
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
考
古
学
的
発
掘
事
例
を
中
心
に
論
じ

て
い
る
。

権
寧
弼
・
姜
友
邦
・
聞
丙
動
『
号
唱
ス
万
雪
叫
暑
畢
杢
看
吾
唱

　
叫
刈
叫
♀
号
州
胡
遊
舎
噌
司
唱
子
』
（
学
術
振
興
財
団

　
研
究
費
報
告
書
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

韓
国
学
術
振
興
財
団
の
研
究
費
支
援
（
国
際
協
力
課
題
）
に
よ

⑯⑰

る
研
究
成
果
の
報
告
書
で
、
韓
国
の
権
寧
弼
（
代
表
）
、
姜
友

邦
（
彫
刻
担
当
）
、
聞
丙
勲
（
絵
画
及
び
目
録
担
当
）
と
、
中

国
の
王
柄
華
（
新
彊
文
物
考
古
研
究
所
所
長
・
当
時
）
、
王
路

力
（
新
彊
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
）
に
よ
る
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
。

閾
丙
動
「
中
央
叫
刈
叫
釧
石
窟
寺
院
叫
国
立
中
央
博
物
館

　
所
蔵
中
央
叫
刈
叫
壁
画
　
　
9
1
超
喫
剛
刈
ユ
司
石
窟
寺

　
院
音
中
心
。
豆
　
　
」
『
号
訓
目
吾
喝
叫
暑
毛
至
を
奇
曾
叫

　
刈
叫
。
T
暑
司
剛
量
王
。
噌
狽
唱
子
』
（
学
術
振
興
財
団
研

　
究
費
報
告
書
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

ク
チ
ャ
の
キ
ジ
ル
石
窟
と
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
べ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟

寺
院
に
対
す
る
調
査
の
経
緯
と
石
窟
の
形
制
、
壁
画
の
編
年
、

図
像
な
ど
を
、
中
央
博
所
蔵
の
壁
画
と
関
連
づ
け
て
論
じ
た
も

の
。閲

丙
動
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
叫
刈
叫
遺
物
目
録
」

　
『
苛
唱
ス
τ
暫
叫
暑
屯
杢
を
ス
下
暫
叫
刈
叫
。
T
ロ
百
州
甫
董
吾

　
看
司
唱
子
』
（
学
術
振
興
財
団
研
究
費
報
告
書
、
二
〇
〇
〇

　
年
八
月
）

中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の
諸
元
と
形
状
の
特
徴
な
ど

を
整
理
し
た
目
録
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
中
央
ア
ジ

ア
遺
物
の
整
理
番
号
は
『
新
西
域
記
』
の
附
録
「
朝
鮮
総
督
府

博
物
館
中
央
亜
細
亜
発
掘
品
目
録
」
を
基
に
し
て
い
る
が
、
遺

物
の
名
称
や
時
代
比
定
、
出
土
地
等
に
多
く
の
誤
謬
が
あ
る
。

こ
の
目
録
は
一
九
九
三
年
よ
り
一
九
九
九
年
に
か
け
た
現
地
調
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査
の
結
果
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
を
修
正
し
再
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

閲
丙
動
「
国
立
中
央
博
物
館
　
所
蔵
　
中
央
斗
刈
叫
　
遺
物

　
（
大
谷
　
望
司
紐
）
釧
　
所
蔵
経
緯
　
喫
研
究
現
況
」
『
中
央

　
叫
刈
叫
研
究
』
第
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）

④
の
論
文
を
も
と
に
、
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
韓
国
に
牧
蔵
さ

れ
る
背
景
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
味
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
遺
物

が
日
帝
時
代
よ
り
朝
鮮
戦
争
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
保
管
・
展
示
・
保
存
処
理
さ
れ
て
き
た
か
の
問
題
、

い
ま
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
韓
国
に
お
け
る
研
究
成
果
を
時
代
順
に

整
理
し
、
今
後
の
研
究
上
の
問
題
点
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

権
寧
弼
「
韓
国
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
『
季
刊
文
化
遺
産
』

　
第
＝
号
（
二
〇
〇
一
年
四
月
）

日
本
の
季
刊
誌
『
文
化
有
産
』
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
大
谷
探

検
隊
」
と
い
う
特
集
号
に
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
遺
物

の
規
模
、
保
存
状
態
、
展
示
経
歴
、
研
究
状
況
、
韓
国
に
お
け

る
学
術
的
意
味
な
ど
、
遺
物
と
直
接
関
係
あ
る
分
野
の
現
状
を

簡
単
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

権
寧
弼
「
姓
号
釧
全
叫
月
（
大
谷
）
弔
司
埴
」
『
剋
早
ム
曽

　
刈
「
釧
叫
含
』
（
4
刈
碧
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）

⑲
の
『
文
化
遺
産
』
に
掲
載
し
た
論
考
の
韓
国
語
版
に
該
当
す

る
も
の
。

姜
燗
台
・
李
容
喜
・
愈
慧
仙
・
金
研
美
・
趙
娼
見
・
青
木
繁
夫
・

⑳⑳

　
山
本
記
子
・
大
林
賢
太
郎
「
中
央
亜
細
亜
壁
画
保
存
処
理

　
（
1
）
　
　
壁
画
（
本
4
0
7
4
、
本
4
0
9
6
）
釧
　
状
態

　
調
査
　
　
」
『
叫
暑
毛
呈
善
斗
叫
』
刈
3
碧
（
二
〇
〇
二
年

　
一
二
月
）

中
央
博
と
日
本
東
京
文
化
財
研
究
所
が
共
同
で
遂
行
し
た
中
央

ア
ジ
ア
壁
画
研
究
の
一
環
と
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
・
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
地
域
の
壁
画
二
点
（
本
4
0
7
4
・
本
4
0
9
6
）
に
対

す
る
保
存
処
理
の
た
め
、
中
央
博
保
存
科
学
室
が
こ
れ
ら
の
壁

画
に
つ
い
て
行
っ
た
、
肉
眼
調
査
、
X
ー
線
調
査
、
赤
外
線
調

査
、
紫
外
線
調
査
、
彩
色
顔
料
の
分
析
、
年
代
の
測
定
、
壁
画

の
構
造
お
よ
び
構
成
材
料
等
の
調
査
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

李
容
喜
・
愈
恵
仙
・
金
珠
詰
・
姜
燗
台
・
趙
娼
党
・
青
木
繁
夫
・

　
大
林
賢
太
郎
「
中
央
亜
細
亜
壁
画
保
存
処
理
（
H
）
1

　
壁
画
釧
彩
色
顔
料
喫
壁
体
造
成
州
使
用
宅
草
材
類

　
調
査
ー
」
『
叫
号
屯
旦
善
叫
計
「
』
刈
4
碧
（
二
〇
〇
三
年

　
一
二
月
）

中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
二
点
（
本
4
0
5
4
・
本
4

0
7
8
）
の
保
存
処
理
の
た
め
、
中
央
博
保
存
科
学
室
が
こ
れ

ら
の
壁
画
の
彩
色
顔
料
の
成
分
分
析
お
よ
び
壁
画
の
支
持
層
を

成
す
藁
屑
の
植
物
種
識
別
調
査
の
結
果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。号

唱
ス
τ
暫
叫
暑
姓
『
号
唱
ス
下
吋
叫
号
毛
杢
看
西
域
美
術
』

　
（
奄
号
叫
号
毛
司
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
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二
〇
〇
三
年
一
二
月
よ
り
二
〇
〇
四
年
二
月
ま
で
、
中
央
博
で

開
催
し
た
特
別
展
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
西
域
美
術
」
の

解
説
図
録
で
あ
る
。
こ
の
図
録
に
は
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア

ジ
ア
遺
物
一
七
六
件
四
六
二
点
を
「
宗
教
文
化
」
「
日
常
生
活

文
化
」
「
埋
葬
文
化
」
の
三
章
に
分
け
紹
介
し
、
開
催
時
点
ま

で
の
現
地
調
査
と
研
究
成
果
を
も
と
に
、
詳
細
な
作
品
解
説
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各
章
別
の
解
説
と
作
品
解
説
は
聞
丙
勤
が

執
筆
し
た
も
の
で
、
編
輯
も
聞
丙
勤
が
担
当
し
た
。

聞
丙
動
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
叫
刈
叫
遺
物
潮
所

　
蔵
経
緯
喫
調
査
・
研
究
現
況
」
『
号
唱
吾
暫
叫
暑
垂
杢
看

　
西
域
美
術
』
（
妊
号
叫
暑
毛
司
、
二
〇
〇
三
・
一
二
）

⑱
の
論
文
に
補
筆
を
加
え
新
し
く
整
理
し
た
も
の
で
、
特
に
解

放
後
よ
り
朝
鮮
戦
争
の
終
了
ま
で
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
具

体
的
な
情
況
を
追
加
し
て
叙
述
し
、
研
究
論
考
目
録
も
補
充
さ

せ
た
。

趙
娼
党
・
李
容
喜
・
許
弄
賢
「
号
唱
ス
τ
暫
叫
暑
毛
杢
看
ス
τ
噂

　
叫
刈
斗
団
「
糾
日
室
」
刈
司
」
『
叫
号
毛
目
⊥
尋
斗
叫
』
刈
5
唱

　
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）

中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
五
点
（
本
4
0
5
4
・
本
4

0
7
4
・
本
4
0
7
7
・
本
4
0
9
6
・
本
4
0
9
7
）
に
対

す
る
二
年
余
の
保
存
処
理
の
過
程
を
、
洗
糠
、
顔
料
層
の
強
化
、

フ
ェ
イ
シ
ン
グ
、
木
材
枠
の
解
体
お
よ
び
分
離
、
壁
体
強
化
お

よ
び
補
強
、
壁
体
支
持
体
の
付
着
、
フ
ェ
イ
シ
ン
グ
の
除
去
、

額
縁
の
製
作
お
よ
び
仕
上
げ
の
順
で
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑳⑳⑳

特
に
、
剥
落
し
た
壁
画
の
顔
料
層
と
弱
化
し
た
壁
体
の
強
化
、

展
示
の
た
め
の
額
縁
の
構
造
改
善
の
内
容
を
詳
述
し
て
い
る
。

姜
燗
台
・
青
木
繁
夫
「
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ

　
ア
壁
画
の
保
存
」
『
大
谷
探
検
隊
將
来
西
域
壁
画
の
保
存
修

　
復
に
関
す
る
総
合
研
究
』
（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇

　
五
年
三
月
）

中
央
博
が
日
本
の
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
東
京
文
化
財

研
究
所
と
、
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
共
同
研
究
に
臨
み
、
壁
画
保

存
処
理
の
目
的
と
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

趙
媚
免
・
金
研
美
・
李
容
喜
・
金
珠
詰
・
山
本
記
子
・
大
林
賢

　
太
郎
「
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
の
保

　
存
処
理
」
「
大
谷
探
検
隊
將
来
西
域
壁
画
の
保
存
修
復
に
関

　
す
る
総
合
研
究
』
（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三

　
月
）

⑳
と
⑳
の
壁
画
保
存
処
理
の
報
告
書
の
内
容
の
う
ち
、
壁
画
の

材
質
状
態
の
調
査
内
容
と
保
存
処
理
の
過
程
を
ま
と
め
て
日
本

語
で
再
整
理
し
た
も
の
。
外
観
調
査
、
X
線
調
査
、
赤
外
線
調

査
、
木
材
枠
の
調
査
、
壁
体
表
面
の
紙
お
よ
び
壁
体
内
部
の
藁

屑
の
調
査
、
加
速
機
質
量
分
析
（
A
M
S
）
に
よ
る
年
代
測
定

な
ど
の
保
存
処
理
過
程
を
多
く
の
参
考
図
版
と
と
も
に
詳
述
し

て
い
る
。

愈
恵
仙
「
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
壁
画
に
お

　
け
る
顔
料
の
分
析
」
『
大
谷
探
検
隊
將
来
西
域
壁
画
の
保
存

　
修
復
に
関
す
る
総
合
研
究
』
（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
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〇
五
年
三
月
）

⑫
の
報
告
書
の
内
容
を
中
心
に
、
中
央
博
所
蔵
の
べ
ゼ
ク
リ
ク

石
窟
寺
院
と
キ
ジ
ル
石
窟
寺
院
の
壁
画
八
点
に
つ
い
て
、
顔
料

分
析
の
結
果
を
詳
細
に
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
顔
料
の
分

析
に
は
、
非
破
壌
分
析
機
で
あ
る
移
動
型
X
線
螢
光
分
析
機

（
〉
詳
鼠
×
娼
o
詳
㊤
巨
Φ
×
”
周
ω
冒
①
o
嘗
o
ヨ
9
霞
）
を
使
用
し
、

各
壁
画
の
顔
料
分
析
結
果
が
図
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。

閾
丙
渤
「
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
中
央
ア
ジ
ア
壁
画

　
保
存
処
理
及
び
顔
料
調
査
対
象
壁
画
を
中
心
に
　
　
」
『
大

　
谷
探
検
隊
將
来
西
域
壁
画
の
保
存
修
復
に
関
す
る
総
合
研
究
』

　
（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

保
存
処
理
さ
れ
た
壁
画
五
件
七
点
を
対
象
に
、
現
地
調
査
の
結

果
を
踏
え
な
が
ら
壁
画
の
正
確
な
出
処
を
明
ら
か
に
し
、
近
年

に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
史
に
つ
い
て
歴
史
学
・
言
語
学
的
研
究
成

果
お
よ
び
保
存
科
学
的
研
究
成
果
を
も
と
に
、
美
術
史
的
な
立

場
か
ら
壁
画
の
製
作
年
代
を
十
世
紀
よ
り
＝
一
世
紀
の
間
と
推

定
し
た
学
際
的
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

剋
閤
一
τ
τ
『
曽
ネ
一
亀
斗
全
乱
－
刈
人
【
ロ
τ
叫
ス
下
暫
叫
刈
叫
』
（
三
。
冠
・
τ

　
叫
4
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）

中
央
博
の
新
し
い
開
館
（
於
一
龍
山
、
二
〇
〇
五
年
十
月
二
八

日
）
を
迎
え
、
常
設
展
示
図
録
と
は
別
途
に
刊
行
し
た
中
央
ア

ジ
ア
室
の
室
別
図
録
で
あ
る
。
第
一
部
u
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
中

央
ア
ジ
ア
、
第
二
部
一
中
央
ア
ジ
ア
と
西
域
探
検
、
第
三
部
一

中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の
所
蔵
経
緯
と
展
示
、
第
四
部
　
中
央
博
所

蔵
の
西
域
美
術
の
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
四
部
で
は
、

中
央
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
、
日
常
生
活
文
化
、
埋
葬
文
化
を
代

表
す
る
所
蔵
品
＝
二
〇
余
点
を
、
カ
ラ
ー
図
版
で
紹
介
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
で
、
大
谷
探
検
隊
に
よ
っ
て
牧
集
さ
れ
た
西
域
遺
物
の
、
解

放
以
降
す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
以
来
の
展
示
お
よ
び
保
存
処
理
、
調

査
研
究
の
流
れ
を
簡
単
に
整
理
し
て
み
た
。

　
一
般
に
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
探
検
を
主
導
し
た
大
谷
光
瑞
を
、
二

〇
世
紀
の
初
め
に
展
開
さ
れ
た
西
欧
列
強
の
中
央
ア
ジ
ア
諸
探
検
隊

と
同
じ
よ
う
に
偉
大
な
人
物
と
し
て
と
ら
え
た
り
、
あ
る
い
は
探
検

そ
の
も
の
を
東
洋
人
に
よ
る
時
代
的
快
挙
な
い
し
先
駆
的
な
業
績
と

し
て
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
不
幸
に
も
当
時
の
日
本
は
、
こ
の
よ

う
な
画
期
的
探
検
成
果
を
受
け
い
れ
る
社
会
的
雰
囲
気
が
ま
だ
熟
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
を
学
問
的
に
接
木
で
き
る
よ
う
な
文
化
的

余
力
も
足
り
な
か
っ
た
。
西
本
願
寺
の
学
僧
た
ち
に
よ
っ
て
牧
集
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
優
れ
た
西
域
遺
物
は
、
結
局
光
瑞
師
の
隠
退
に
伴
い
、

探
検
の
成
果
が
整
理
さ
れ
る
前
に
四
散
さ
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
、

結
果
的
に
韓
・
中
・
日
三
国
に
分
散
さ
れ
て
い
る
た
め
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
全
体
に
つ
い
て
の
正
確
な
目
録
す
ら
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　
中
央
博
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
に
は
、
新
中
国
成

立
以
後
新
彊
地
方
で
ま
だ
発
掘
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
標
本
も
含
ま
れ

て
い
て
、
学
術
研
究
上
非
常
に
重
要
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
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し
上
述
の
よ
う
に
、
遺
物
が
分
散
さ
れ
る
過
程
で
作
ら
れ
た
目
録

（『

V
西
域
記
』
目
録
）
に
は
、
遺
物
の
名
称
や
出
土
地
点
に
つ
い
て

の
誤
り
が
非
常
に
多
い
た
め
、
研
究
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

一
般
的
に
考
古
資
料
が
学
術
的
価
値
を
も
つ
た
め
に
は
、
明
確
な
出

土
地
点
と
時
代
そ
し
て
同
伴
し
て
出
土
し
た
遺
物
に
対
す
る
総
合
的

な
理
解
が
そ
の
前
提
条
件
で
あ
る
が
、
中
央
博
お
よ
び
東
京
国
立
博

物
館
、
中
国
の
旅
順
博
物
館
等
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
る
大
谷
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、
そ
の
多
く
が
正
確
な
出
土
地
点
お
よ
び
同
伴
し
て
出
土
し

た
遺
物
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
欠
い
て
い
る
。

　
目
録
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
西
南
部
ホ

ー
タ
ン
地
域
の
ヨ
ト
カ
ン
で
出
土
し
た
紅
色
の
陶
器
破
片
を
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
出
土
と
記
録
し
た
り
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
出
土
す
る
唐
風
の

遺
物
を
ホ
ー
タ
ン
出
土
と
表
記
す
る
な
ど
、
常
識
的
に
理
解
し
難
い

内
容
も
少
な
く
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
大
谷
探
検
隊
に
対
す
る
正
確
な
評
価
と
こ
れ
に
関
す

る
研
究
を
促
す
た
め
に
は
、
ま
ず
東
洋
三
国
の
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ

て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
に
対
す
る
正
確
な
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

録
作
業
が
先
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
各
国

の
所
蔵
遺
物
に
つ
い
て
の
正
確
な
名
称
、
出
土
地
お
よ
び
時
代
比
定

の
問
題
な
ど
を
、
国
際
的
な
協
力
の
も
と
で
土
ハ
同
し
て
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
地
域
で
牧
集
さ

れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
西
欧
諸
探
検

隊
の
探
検
成
果
お
よ
び
新
中
国
成
立
以
降
、
同
地
域
で
の
発
掘
成
果

な
ど
を
総
合
的
に
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
礎
作
業
と
と
も
に
、
探
検
そ
の
も
の
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
も
並
行
し
て
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
分
散
の
経
緯
を
は
じ
め
そ
の
後
の
状
況
な
ど
に
関
し
て
は
、
一

九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
本
格
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
多
く
の
業

績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
探
検
そ
の
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

軍
事
目
的
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
視
点
等
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス

や
ロ
シ
ア
な
ど
当
時
中
央
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
対
立
を
展

開
し
て
い
た
西
欧
列
強
が
、
大
谷
探
検
隊
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
認
識

し
て
い
た
か
を
、
当
時
の
外
交
文
書
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

に
つ
い
て
も
綿
密
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
牧
集
遺
物
に
関
す
る
研
究
は
、
い
ま
ま
で
歴
史

学
、
宗
教
学
、
文
献
学
、
言
語
学
を
は
じ
め
と
す
る
考
古
・
美
術
史

学
に
至
る
ま
で
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
過

程
で
各
々
の
遺
物
の
来
歴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
中
央
ア
ジ
ア
学

の
一
環
と
し
て
意
味
を
与
え
た
優
れ
た
論
考
も
少
な
く
な
い
が
、
隣

接
す
る
学
問
領
域
と
の
間
に
共
同
研
究
を
通
じ
て
遺
物
に
対
す
る
総

合
的
な
理
解
を
求
め
た
研
究
成
果
は
そ
う
多
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
味
を
総
合
的
に
理
解
し
、

ま
た
中
央
ア
ジ
ア
の
周
辺
文
化
圏
と
の
関
係
を
含
め
巨
視
的
に
把
握

す
る
た
め
に
は
、
歴
史
学
、
文
献
学
、
考
古
・
美
術
史
学
を
は
じ
め
、

言
語
学
、
服
飾
学
、
人
類
学
、
保
存
科
学
な
ど
、
多
様
な
分
野
の
学

問
に
よ
る
学
際
的
研
究
の
推
進
が
望
ま
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
探
検
そ
の
も
の
に
対
す
る
綿
密
な
検
討
と
と
も
に
、

各
々
の
遺
物
に
対
す
る
学
際
的
研
究
を
通
じ
た
性
格
の
究
明
等
に
よ
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っ
て
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
を
総
合
的
に
把
え
た
と
き
、
は
じ
め
て

大
谷
探
検
隊
と
そ
の
牧
集
品
全
体
に
対
す
る
意
味
づ
け
が
可
能
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

注
（
1
）
　
「
国
立
博
物
館
小
史
」
『
叫
暑
毛
午
♀
ム
』
第
一
号
二
面
、
一
九
七

　
　
〇
年
七
月
一
日
。

（
2
）
　
金
載
元
「
叫
苦
垂
音
用
剰
刈
閣
」
『
京
郷
新
聞
』
　
一
九
七
〇
年
二

　
　
月
十
六
日
五
面
。

（
3
）
　
「
ユ
訓
・
。
豆
目
亡
τ
東
洋
室
」
『
叫
号
垂
型
・
τ
』
第
三
七
号
三
面
。

　
　
楽
浪
遺
物
と
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
で
構
成
さ
れ
た
東
洋
室
展
示
の
意
味

　
　
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
崔
淳
雨
「
号
弔
ス
τ
唱
叫
暑
垂
三
。
曽
想
到
弁

　
　
号
」
（
『
三
「
刈
4
・
τ
』
一
九
七
四
年
二
月
十
日
、
『
崔
淳
雨
全
集
』
第

　
　
五
巻
［
学
古
斎
、
一
九
九
二
年
］
に
再
録
）
参
照
。

（
4
）
　
「
国
立
中
央
博
物
館
移
転
開
館
魁
引
（
2
）
・
苦
管
叫
刈
叫
室
」

　
　
『
叫
暑
毛
型
・
τ
』
第
【
七
六
号
一
面
、
一
九
八
六
年
四
月
三
十
日
。

（
5
）
　
中
央
ア
ジ
ア
室
の
展
示
概
要
に
つ
い
て
は
、
開
館
の
と
き
発
行
さ

　
　
れ
た
常
設
展
示
図
録
『
号
唱
奇
唱
叫
号
屯
Z
＞
弓
H
O
Z
＞
い
ζ
d
－

　
　
ω
国
q
ζ
○
勾
囚
○
即
国
》
』
韓
国
語
版
、
英
語
版
、
縮
約
版
（
舎
壱

　
　
垂
朴
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
6
）
　
『
号
唱
ス
τ
暫
叫
苦
屯
歪
を
　
西
域
美
術
』
（
選
号
叫
暑
堪
司
、
二

　
　
〇
〇
三
年
）
図
一
四
、
『
主
望
叫
皇
叫
刈
△
・
τ
叫
吾
喝
叫
刈
叫
』
（

　
　
暑
君
・
τ
糾
4
、
二
〇
〇
五
年
）
図
五
二
。

（
7
）
　
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
廃
の
壁
画
、
供
養
菩
薩
な
ど
（
本
4
0
4
9
・

　
　
本
4
0
9
2
・
本
4
0
5
6
・
本
4
0
8
3
）
の
四
点
（
『
中
央
叫

　
　
刈
斗
美
術
』
一
九
八
六
年
。
図
七
・
八
・
九
・
一
一
）
。
現
在
、
伏

　
　
義
女
蝸
図
（
本
4
0
2
7
、
『
中
央
叫
刈
叫
美
術
』
一
九
八
六
年
、

　
　
図
二
六
）
も
模
写
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
で
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
を
本
格
的
に
研
究
し
た

　
　
の
は
故
熊
谷
宣
夫
氏
で
あ
っ
て
、
特
に
西
域
壁
画
に
関
す
る
研
究
論

　
　
文
が
多
い
。

（
9
）
①
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
『
陳
列
品
目
録
』
の
五
点
。
②
『
大
谷
光

　
　
瑞
氏
探
検
隊
発
掘
品
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
所
蔵
西
域
遺
物
写
真
集
』

　
　
の
九
十
九
点
。
③
『
朝
鮮
古
美
術
大
観
』
三
（
京
城
総
督
府
博
物
館
）

　
　
の
五
十
八
点
。
（
図
録
①
1
③
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
新
西
域
記
』

　
　
の
復
刻
版
［
井
草
出
版
、
一
九
八
四
年
］
刊
行
の
際
、
東
洋
文
庫
の

　
　
片
山
章
雄
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
大
谷
探
検
隊
中
央
ア
ジ
ア
関

　
　
係
文
献
目
録
」
を
参
照
）
④
『
国
立
中
央
博
物
館
』
（
一
九
七
八
年
）

　
　
の
四
点
（
壁
画
三
点
、
伏
義
女
蝸
図
一
点
）
。

（
1
0
）
　
こ
の
遺
物
目
録
は
、
内
容
の
貧
弱
さ
だ
け
で
な
く
、
中
央
博
に
あ

　
　
る
文
書
原
本
と
対
照
し
て
み
た
結
果
、
多
く
の
誤
字
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
し
か
も
原
本
に
も
誤
字
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
目
録
が
探
検
当
事

　
　
者
や
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
［
遣
物
目
録
原
本
は
、
「
中
央
亜
細
亜
発
掘
品
目
録
』
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
一
九
一
六
年
度
「
陳
列
品
納
付
書
」
二
三
〇
頁
）

（
1
1
）
　
こ
の
『
中
央
叫
刈
叫
美
術
』
と
は
別
途
に
、
『
号
唱
吾
喝
叫
号
毛
』

　
　
（
一
九
八
六
年
八
月
二
十
日
）
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
室
を
紹
介
す
る

　
　
簡
略
な
解
説
と
と
も
に
九
点
の
関
連
遺
物
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
『
博
物
館
報
』
第
壱
編
第
壱
号
（
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
、
一
九
二
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六
年
四
月
）
お
よ
び
第
弐
年
第
壱
号
（
一
九
二
七
年
三
月
）
に
掲
載

　
　
さ
れ
て
い
る
「
博
物
館
出
版
物
」
の
う
ち
、
一
般
陳
列
品
葉
書
（
一

　
　
～
三
輯
）
と
と
も
に
西
域
品
葉
書
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

　
　
る
。
現
在
、
中
央
博
に
は
当
時
刊
行
さ
れ
た
八
枚
一
セ
ッ
ト
の
中
央

　
　
ア
ジ
ア
遺
物
葉
書
（
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
陳
列
品
絵
葉
書
　
第
十
一

　
　
編
　
其
ノ
一
）
が
残
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
中
央
博
の
日
帝
時
代
古
文
書
の
な
か
に
は
、
東
京
芸
術
学
校
長
が

　
　
東
洋
美
術
研
究
の
一
環
と
し
て
こ
れ
ら
の
西
域
壁
画
に
対
す
る
模
本

　
　
作
成
を
申
込
ん
だ
申
請
書
（
一
九
二
八
年
三
月
九
日
）
と
、
朝
鮮
総

　
　
督
府
学
務
局
長
が
発
行
し
た
許
可
書
（
同
年
四
月
七
日
）
が
残
っ
て

　
　
い
る
。

（
1
4
）
　
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
に
は
、
中
央
博
所
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
壁
画

　
　
と
仏
画
、
敦
燵
の
幡
を
模
写
し
た
作
品
一
六
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
　
蔵
品
目
録
　
東
洋
画
模
本
V
』
東

　
　
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）
。
東
京
国
立
博
物
館
に

　
　
も
同
じ
内
容
の
模
写
本
一
四
点
が
あ
る
が
、
東
京
芸
術
大
学
の
模
写

　
　
本
と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
東
京
芸
術
大
学
の
模
写
本
を
再
模
写
し

　
　
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
東
京
国
立
傳
物
館
所
蔵
の
作
品
目
録
は
、

　
　
塁
信
祐
爾
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
中
央
亜
細
亜
画
模
写
と
長
谷
川

　
　
路
可
」
『
ζ
d
ω
国
d
ζ
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
第
五
七
二
号
、

　
　
二
〇
〇
一
年
六
月
）
を
参
照
。

（
1
5
）
　
ソ
ウ
ル
・
東
京
・
旅
順
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
遺
物
の

　
　
総
合
目
録
の
作
成
と
と
も
に
、
機
関
ご
と
に
関
連
遺
物
を
総
合
的
に

　
　
紹
介
す
る
図
録
を
製
作
し
、
こ
れ
を
一
般
に
公
開
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
　
中
央
博
は
今
回
の
新
し
い
開
館
を
契
機
に
、
ま
だ
公
開
し
た
こ
と
の

　
　
な
い
零
細
な
断
片
に
至
る
ま
で
全
て
の
資
料
を
分
類
・
整
理
し
、
コ

　
　
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
を
紹
介
す
る
大
図
録
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
杉
森
は
、
大
谷
光
瑞
の
探
検
旅
行
が
、
日
本
陸
軍
の
諜
報
活
動
と

　
　
連
繋
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
提
起
（
杉
森
久
英
「
大
谷
探
検
隊
と
軍

　
　
事
目
的
」
『
諸
君
』
＝
ニ
ー
三
、
一
九
八
一
年
三
月
。
同
『
大
谷
光

　
　
瑞
』
＝
二
五
頁
）
し
て
い
る
。
ま
た
剛
Φ
け
霞
＝
8
匹
蒔
は
、
．
雨
0
7

　
　
巴
碧
U
Φ
琶
ω
8
爵
①
G
。
蒔
国
o
巴
、
．
（
○
蔦
o
a
d
巳
ぐ
゜
零
①
ω
ρ

　
　
お
o
。
昏
）
の
第
一
四
章
．
ω
官
①
ω
≧
8
σ
q
爵
⑩
匪
涛
国
o
p
α
、
で
、
カ

　
　
シ
ュ
ガ
ル
所
在
の
英
国
領
事
館
が
、
大
谷
探
検
隊
の
第
二
次
・
第
三

　
　
次
中
央
ア
ジ
ア
探
検
を
ス
パ
イ
活
動
の
一
環
と
し
て
把
握
し
、
彼
ら

　
　
の
活
動
を
鋭
意
注
視
し
て
い
た
こ
と
を
、
当
時
の
外
交
フ
ァ
イ
ル
を

　
　
引
用
し
な
が
ら
叙
述
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
近
年
、
日
本
の
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
大
谷
探
検
隊
関
連
文

　
　
書
が
公
開
さ
れ
、
当
時
西
欧
列
強
の
間
で
展
開
さ
れ
た
情
報
戦
の
な

　
　
か
で
、
日
本
政
府
が
大
谷
探
検
隊
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
、

　
　
そ
の
断
片
的
な
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
外
務
省
外

　
　
交
史
料
館
の
公
開
文
書
の
フ
ァ
イ
ル
の
な
か
に
は
、
百
頁
以
上
に
及

　
　
ぶ
探
検
隊
関
連
文
書
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
第
二
次
お
よ

　
　
び
第
三
次
大
谷
探
検
隊
の
動
向
と
諸
外
国
と
の
折
衝
に
関
す
る
在
外

　
　
公
館
と
の
連
絡
内
容
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
（
自
須
浄
真
「
日
本

　
　
政
府
が
見
た
大
谷
探
検
隊
」
『
中
国
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
　
二
月
一

　
　
二
日
一
八
面
。
同
「
大
谷
探
検
隊
に
関
す
る
日
本
外
務
省
外
交
記
録

　
　
の
紹
介
－
第
3
次
大
谷
探
検
隊
員
橘
瑞
超
の
消
息
不
明
問
題
を
中

　
　
心
と
し
て
ー
」
『
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
物
論
叢
』
朋
友
書
店
、
二

　
　
〇
〇
四
年
）
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